判決書の理由（判断）の記載方法

●　答弁書提出なく被告欠席の場合（民訴１５９条３項本文）
被告は，本件口頭弁論期日に出頭しないし，答弁書その他の準備書面も提出しないので，請求原因事実を認めたものとみなされる。

●　答弁書で認め，被告欠席の場合（民訴１５９条３項本文）
被告は，本件口頭弁論期日に出頭しないが，陳述したものとみなされた答弁書によれば，請求原因事実を認めている。

●　当事者間に争いがない場合
請求原因事実は，当事者間に争いがない。

●　証拠及び弁論の全趣旨による請求認容
証拠及び弁論の全趣旨によれば，請求原因事実をすべて認めることができる。この事実をもとに判断すると，原告の請求は理由がある。

●　公示送達の場合（民訴１５９条３項但書）
被告は，公示送達による呼出しを受けたが，本件口頭弁論期日に出頭しない。
証拠によれば，請求原因事実はすべて認められる。

